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ト ピ ッ ク

　６月18日（水）から20日（金）にかけて、山口県農業農村整備事業推進協議会と連名で県選出
国会議員、農林水産省及び財務省に要望活動を行いました。
　計画的に農業農村整備事業の推進を図るため、令和８年度の予算編成にあたり一層の支援を要
望し、次の事項について格段の配慮をお願いしました。

国に令和8年度農業農村整備事業予算確保に向けた要望活動を行いました

【格段の配慮を願う事項】
◎ 計画的な事業実施のため、地域の要

望に十分応えることができる農業農
村整備事業当初予算の確保と、新た
な食料・農業・農村基本計画の実効
性確保のための別枠での予算確保

◎ スマート農業に対応した農地整備の
推進

◎ 老朽化が進む農業水利施設の計画的
な更新のための予算確保

◎ 防災・減災、国土強靭化のための十
分な予算確保

◎日本型直接支払制度の推進

　令和７年６月

山口県土地改良事業団体連合会
　会　長　北　村　経　夫
山口県農業農村整備事業推進協議会
　会　長　北　村　経　夫

宮崎雅夫参議院議員に要望 青山健治農村振興局次長に要望

財務省 山川主計官に要望

進藤金日子参議院議員に要望

自由民主党 森山裕幹事長に要望
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特産品販売

　やまぐち水土里ネット女性の会第21回総会を８月28日（木）に開催しました。
　まず初めに、村岡嗣政山口県知事から「山口県の更なる成長と持続可能な社会づくりに向けて」
と題してご講演をいただきました。山口県の秘めたポテンシャルを最大限発揮した県づくりを推
進していくためにどのような取り組みを実施・計画しているか、人口減少対策の一環として若者
のニーズに応えた具体的な取り組みについてなど、山口県のこれからについて熱く語っていただ
きました。
　講演後には、会場で毎年行っている特産品販売を説明とともにご覧いただきました。

やまぐち水土里ネット女性の会 第21回総会・講演会の開催

村岡嗣政山口県知事

新たな運営委員の皆さん

特産品の説明を受ける村岡知事 女性の会会員の皆さまとの記念撮影

　続いて、総会を行いました。
　斎藤富子会長から開会挨拶の後、来賓
の國本卓也当会理事より祝辞を申し上げ
ました。
　その後、議長に選出された橋本久子氏
により議事が進行されました。今総会で
は、任期満了に伴う運営委員の選任につ
いても審議され、新運営委員が選出され
ました。議事はいずれも原案のとおり承
認され、総会は終了しました。

橋本久子議長 斎藤富子会長 國本卓也
水土里ネット山口理事
（山口県議会議員）
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山口市阿知須土地改良区　　２人の女性理事が就任

哥川惠子理事

粟谷孝子理事

～理事の紹介～

土地改良区における男女共同参画について
★女性理事ゼロの土地改良区をゼロ★女性理事ゼロの土地改良区をゼロ
★土地改良区★土地改良区（土地改良区連合含む）（土地改良区連合含む）の理事に占める女性の割合が10％以上の理事に占める女性の割合が10％以上

今年度今年度（2025年度）（2025年度）が目標年度です！が目標年度です！
　第5次男女共同参画基本計画（令和2年12月閣議決定）において、女性理事が占める割合を
10％以上にするとした成果目標が、今年度で目標年度を迎えます。農業・農村を支えてきた土地
改良を次世代につなげていくためには、多様な人材の参画が必要です。土地改良のこれからの未
来のために、誰もが活躍でき、人と地域にやさしい土地改良に向けて共に歩みを進めましょう。

　全国土地改良事業団体連合会のホームページの全国の女性理事登用の事例の中で、山口県から
紹介されている土地改良区の一部を下記に紹介します。女性理事登用に関する様々なノウハウが
掲載されていますので、解決につながるヒントが見つかることと思います。みんなで「やまぐち
の女性の輪」を広げていきましょう！

　土地改良法には、理事などの年齢及び性別に著しい偏りが生じないように配慮しなければなら
ない旨が規定されています。また、「食料・農業・農村基本計画（令和7年4月閣議決定）」におい
ては、土地改良区に占める女性理事の割合を10％以上とする目標を、令和12年度までの成果指標
としました。
　あわせて、「女性活躍・男女共同参画の重点方針2025（令和７年６月10日決定）」では、農業
委員や農業協同組合、土地改良区等の理事に占める女性の割合の向上や女性登用ゼロからの脱却
に向けた取り組みなどを一層推進することとしています。このため、改選時期等を見据え、これ
までに設定した目標や取組計画の必要な見直しを働きかけるなど、更に取り組みを強化すること
としています。

土地改良団体の理事に占める女性の割合
全国の土地改良区（土地改良区連合を含む） 山口県

計画策定時（平成28年度）の数値 0.6%
令和７年４月１日時点 2.8%令和７年４月１日時点 2.7%

　ほ場整備事業の完了後、水路の維持管理等を土
地改良区が担っていることを知り、私も土地改良
区の一員として、意見を述べたいと思います。

　ポンプの修理のことをよく耳にしていたので、
土地改良区がその管理をしている事を知り興味を
持ち、今後意見を述べたいと思います。

登用までの流れ
令和５年 ４月１９日
　定款変更（定員増、員外規定）
令和５年１１月１７日
　総（代）会にて選任
令和５年１２月１４日
　理事就任

全国の土地改
良区での女性
理事登用事例
が多数紹介さ
れています。

全国の土地改
良区での女性
理事登用のそ
の後について
紹介されてい
ます。

その他、各種
情報が掲載さ
れております。
ぜひご覧くだ
さい。
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本会の取組紹介
学生向けプログラムを実施しました！

様々な研修を実施、参加しています！

　水土里ネット山口では、採用活動の一環としてインターン
シップなど各種プログラムを企画、実施しました。

○インターンシップ（農業土木の仕事について幅広く体験できる５日間のプログラム）
○仕事体験（２日間の仕事体験プログラム）

８月に実施した仕事体験（2days）の様子

　農村防災・減災技術指導者に相応しい知識を得ることを目的とし、様々な過年度の農地災
害の状況やその対策などについて研修を受けました。山口県ではあまりない事例もあり、勉
強になったようです。

令和７年度 農村工学専門技術研修（農村防災・減災技術指導者）
【６月２日（月）～６日（金）】

研修内容
　１．用地補償の現状と課題等について
　２．完了図書作成について
　　　請負業務事務処理要領の一部改正
　３．地上権設定について

令和７年度 土地改良補償業務研修会【６月18日（水）】

　用水計画に係る実務的な知識の習得及びパイプラインの計画、設計、管理等の基礎的な知
識を習得させ、農業土木技術者としての技術力の向上を図るための研修に参加しました。

令和７年度 実践技術研修 工種別コース（用水計画・パイプライン）
【７月７日（月）～11日（金）】

研修内容
　１．農業集落排水事業制度について
　２．農業集落排水施設の現状と課題
　３．農業集落排水施設の機能診断調査及び最適整備構想策定手法について
　４．維持管理適正化計画策定時の施設調査について
　５．維持管理適正化計画における施設の再編。集約の検討手法の紹介
　６．施設規模・処理方式の適正化の検討手法の紹介
　７．省エネルギー技術等の新技術等の導入の検討手法の紹介
　８．維持管理適正化の検討事例について

令和７年度 農業集落排水（維持管理適正化計画・ストックマネジメント）研修会
【７月11日（金）】
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　岡山市に各県土連の事務責任者が参集し、下記議事について協議が行われました。
１　令和7年度会議及び事業計画について
２　令和7年度要望活動について
３　その他

中国四国土地改良事業団体連合会協議会 事務責任者会議【５月13日（火）】

行事から

　中国四国土地改良事業団体連合会協議会総会が広島市で開催されました。
　議事は下記のとおりで、いずれも原案のとおり承認されました。
　　第１号議案　農業農村整備推進の要望について
　　第２号議案　本年度の事業計画について

中国四国土地改良事業団体連合会協議会総会【５月28日（水）】

　やまぐち水土里ネット女性の会の会長１名、副会長２名、の計３名で、 岡山県農業共済会館
で開催された中国四国水土里ネット女性の会総会に参加しました。
　通常総会では、下記議事について、いずれも原案のとおり承認されました。
１　令和６年度活動報告について
２　令和７年度活動計画（案）について
３　会則の変更について

中国四国水土里ネット女性の会 令和７年度総会【６月24日（火）】

　全国土地改良事業団体連合会主催の「農業
農村整備の集い」が東京都で開催されました。
　農業農村整備に携わる全国の関係者が一堂
に会し、それぞれの現場で直面している喫緊
の課題を再認識し、これらの諸課題に迅速に
対応すべく、農業農村整備事業の一層の充実
と推進を期することを目的に開催されるこの
集いに、山口県からは当会職員を併せて11
名参加しました。

農業農村整備の集い【６月18日（水）】

ガンバロウ三唱
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　５月28日の協議会総会で承認された令和７年度事業計画に基づき、７月28日（月）～29日
（火）にかけ、「令和8年度農業農村整備事業の予算編成と事業制度等に関する要望等」について、
農林水産省、各県選出国会議員、総務省、財務省、自由民主党等に要望活動を実施しました。

加藤財務大臣に要望 自由民主党 森山幹事長に要望

令和７年度中国四国土地改良事業団体連合会協議会　国等への提案活動
【７月28日（月）～29日（火）】

　監事会では、令和７年度監査実施計画の策定及び決算監査の実施方法について審議されまし
た。その後、令和６年度事業報告及び一般会計・収益事業特別会計収支決算について監査が行
われ、適正な組織運営が確認されました。

県土連ビル４階役員会議室

令和７年度第１回監事会及び決算監査【７月31日（木）】

　全国土地改良事業団体連合会定款の一部改正や、臨時総会提出議案について説明が行われた
後、農家負担金軽減支援対策事業の交付規程等の制定や、土地改良区運営実態等調査の協力依
頼などが行われました。

都道府県土連・会員土地改良区事務責任者会議【７月24日（木）】オンライン会議

　総会の開催日時や、令和６年度事業報告及び収支決算と令和７年度事業計画及び収支予算等
総会の上程議案について協議しました。
　総会については、８月28日（木）午後に開催することを決定しました。

県土連ビル４階役員会議室 斎藤富子会長

やまぐち水土里ネット女性の会運営委員会【７月25日（金）】
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　田布施土地改良区のある田布施町は山口県南東部に位置し、瀬戸内海を南に臨む町です。北西部は
山岳地帯となっており、この山岳に源をなす小河川が合流して田布施川となり、中央部を貫流し、南
部の瀬戸内海に注いでいます。温暖で降水量が少なく、日照時間の多い瀬戸内海型気候区に属してい
ます。

　本地区の農業は、水稲を中心とした自給的農家や第二種兼業農家が過半数
を占め、農業従事者の高齢化やため池の老朽化に伴う漏水などの問題から、
耕作放棄地が増加していました。
　これらの問題を解決するため、田布施町では受益面積253haにおいて国営
緊急農地再編整備事業「南周防地区」が平成23年度から実施されており、農
地の区画整理（ほ場整備）や暗渠排水工事などが進められています。整備が
進んだ箇所では、集落営農法人などの担い手が集積率85％を目標に、農地を
借り受け、水田で小麦や大豆などの畑作に取り組み、新たな営農が開始され
ています。その他にも、アスパラガスやいちじく、いちごなど、高収益作物
の栽培も行われています。

田布施土地改良区
所 在 地： 熊毛郡田布施町大字上田布施1616番地7
関係市町：田布施町、光市、柳井市、岩国市
設 立 年：平成17年４月１日
地区面積：364.3ha
組合員数：873名

土地改良区の紹介

田布施土地改良区

「農林水産大臣賞」表彰状
を手に南一成理事長

　「田布施町地域広域協定運営委員会」は、県内市町唯一の1町1組織で運営されている広域組織です。
田布施町内にある多面的機能支払交付金に取り組む19の既存活動組織が一本化し、平成29年に設立し
ました。集落単位での融通に限られた資金や人手を町全体で回すことを目的としており、年ごとに資
金が必要な個所に集中投資し、効率運用することが可能になっています。範囲が広いため、資金配分
の合意や人手の協力を得る作業は簡単ではないそうですが、町全体の営農の発展を目指して活動され
ています。
　多様な作物が栽培されている田布施町ですが、県下トップの出荷量を誇るイチ
ジクは、平成11年ごろに田布施町の名産を生み出そうと栽培が始められました。
そのままでも勿論ですが、「いちじくわいん」や「いちじく大福」など多様な加
工品の開発も行われています。
　イチジクを漢字で書くと「無花果」ですが、実はイチジクの実の中に花があり、
実の中にある白いつぶつぶが花にあたるそうです。原産地のアラビア半島などの
野生状態のイチジクはイチジクバチと呼ばれる小さな蜂によって受粉が行われま
すが、日本で栽培されているイチジクは受粉を必要としない品種です。
　そんな田布施町では多数の遺跡や古墳が発見されており、県内最古の古墳と推
定されている国森古墳など、90基を超える古墳が点在しています。ほ場整備実施前などに発掘調査が
行われることが多く、田布施土地改良区事務所の裏手のほ場でも、馬場遺跡の発掘調査が2020年に実
施されています。
　歴史と伝統の息づく田布施町で農業を下支えし、良好な農村環境の維持保全に日々邁進されています。

国営緊急農地再編整備事業 南周防地区

新川・本町地区 葛岡・瓜迫地区 吉井地区

いちじくパフェは
田布施地域交流館へ！
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　募集開始時期をはじめとしたコンテストの詳細については、後
日、当会ホームページなどでご案内いたします。皆様が切り取られ
た山口県の魅力あふれる１枚にお会いできることを、心より楽しみ
にしております。

■ 問い合わせ先 ■

一　般　の　部：水土里ネット山口　総務企画課　　TEL：083－933－0033

児童・生徒の部：山口県　農村整備課　　　　　　　TEL：083－933－3423

昨年度で26回目を迎えた昨年度で26回目を迎えた

「食料・環境・ふるさと写真コンテスト」は「食料・環境・ふるさと写真コンテスト」は

令和7年度から少し装いをかえて令和7年度から少し装いをかえて

新たに生まれ変わります！新たに生まれ変わります！

※今回から「一般の部」と「児童・生徒の部」で応募先が異なります※

過去の「食料・環境・ふるさと写
真コンテスト」入賞・入選作品は
こちらからご覧いただけます。

連合会ホームページ
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○｢水土里ビジョン｣の策定により、保全に向けた地域の将来像を関係者が共有
○｢水土里ビジョン｣は、｢地域計画｣で描かれた地域の から 年後の将来を見通して、

① 地域の農業生産基盤の保全
基幹から末端にわたる施設を保全するための役割分担や保全の取組

② 土地改良区の運営基盤の強化
保全の取組を確実に実施する体制を構築するための土地改良区の経営収支健全化等の取組

に関する事項について、地域の議論を経て土地改良区が策定

活力ある農村づくりをリードします 農業農村整備 山口県

※ 水土里ビジョン策定に対し、法制度上の措置や予算面での支援策、新規事業採択にあたり
優先配慮等の措置を用意

○農業集落の小規模化･高齢化に伴い、地域住民による末端の農業水利施設の管理に関する活
動が困難

○施設管理に要する費用は、老朽化する施設の更新費用を含めて今後も増嵩
○土地改良区では職員の不足により、施設の管理など求められる役割を果たせなくなるおそれ

現状と課題

将来にわたり地域の農業水利施設等を適切に保全していくための将来像を関係者で共有し、
保全に関する取組を推進する体制を構築することが必要

令和７年４月施行の改正土地改良法で、土地改良区や市町等が共同して、将来の保全体制を
構築する連携管理保全計画（通称｢水土里ビジョン」）が位置付け

あるべき姿･将来像

○土地改良区機能強化支援事業 Ｒ７～Ｒ まで にて、水土里ビジョンの策定を支援
・補助対象経費：施設諸元や耐用年数診断のための調査、会議室借上げ 等
・事業主体：土地改良区
・補助率：定額 １ビジョン当たり３００万円を上限
※ 事業主体である土地改良区が県土連に委託してビジョン策定も可能
※ 上限３００万円の範囲内で複数年度に分けて活用も可能

水土里ビジョンの策定支援

●策定手順は、水土里ビジョン策定マニュアル 農林水産省農村振興局土地改良企画課 参照

連携管理保全計画【水土里 みどり ビジョン】について

県からのお知らせ
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◇ “水土里ネット山口” は、山口県土地改良事業団体連合会の愛称です。◇

本部　〒753-0079　山口市糸米二丁目13番35号
　　　TEL　083-933-0033（代表）
　　　FAX　083-933-0048
　　　HP　https://www.yamadoren.or.jp

本部

山口県 土地改良 事業団体連合会

お 知 ら せ

水土里ネット山口の概要

＊会員の資格＊
　本会の会員たる資格を有する者は、山口県内において土地改良事
業を行うものとされています。� （定款第８条）

会　員　総　数
市 町 １９
土 地 改 良 区 ９３
農 業 協 同 組 合 １

計 １１３
（令和7年9月1日現在）

■ 会員数

■ 事務局組織図（各課TEL・FAX番号）

事 務 局 長

総 務 部 総務企画課

会員支援課

TEL 083-933-0033
FAX 083-933-0048
TEL 083-933-0035
FAX 083-933-0048

用地換地課

事業調整室

TEL 083-933-0036
FAX 083-933-0049
TEL 0820-25-3011
FAX 0820-22-8883

TEL 083-933-0043
FAX 083-933-0049

業務管理課

情報管理課

事 業 課

TEL 083-933-0034
FAX 083-933-0050
TEL 083-933-0041
FAX 083-933-0050
TEL 083-933-0037
TEL 083-933-0038
TEL 083-933-0039
FAX 083-933-0050

事 業 部

検 査 室

土地改良管理指導センター

換地センター

農道台帳作成管理センター

ため池サポートセンター

「ため池サポートセンターやまぐち」の
紹介ページをリニューアルしました！

　このたび、当会のホームページに「ため池サポートセンターや
まぐち」の専用ページを開設しました。
　「ため池サポートセンターやまぐち」では、専門技術者による
相談対応のほか、技術指導や助言などを行っており、ため池の保
全・管理をサポートしています。
　ホームページでは、センターの支援内容や相談窓口の連絡先に
加え、ため池の管理に役立つ情報も掲載しています。
　ぜひご活用ください。

▼ HP ▼
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